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次期学習指導要領に向けた検討の基盤となる考え方



学習指導要領等の改訂に関するスケジュール（イメージ）



計 画 名 R3 R4 R5 R6 R7 R8～ 期 間

安心 ▷ 誇り ▷ 挑戦
ひろしまビジョン
（広島県総合計画）

10年間
(R3～R12)

安心 ▷ 誇り ▷ 挑戦
ひろしまビジョン
アクションプラン

５年間
(R3～R7)

広島県
教育に関する大綱

次期大綱 ５年間
(R3～R7)

広島県・広島県教育委員会における計画期間



１ 児童生徒の成長と発達を支える生徒指導

誰もが安心して学べる環境づくりは必要不可欠。日常

的な活動を通じて子供たちの成長と発達を支える生徒指

導が全ての教育活動の基盤として機能するとともに、

「指導の個別化」や「学習の個性化」など、個別最適な

学びを実践することにより、安心して通え、学ぶ楽しさ

を感じることができる学校づくりを推進する必要がある。

次期大綱の特に注力する分野

令和７年度 第１回広島県総合教育会議 資料（令和７年９月５日）



２ 持続発展する教育のための教員の育成

教員の年齢構成は、大量退職に伴う大量採用が続いており、若い教

職員が増えていることから、キャリアステージに応じて求められる資

質・能力の育成がより一層重要である。

また、生成ＡＩが飛躍的に発展する状況の下、個別の知識の集積に

とどまらない概念としての習得や深い意味理解を促し、学ぶ意味、社会

やキャリアとのつながりを意識した指導力が求められている。

このため、個々の教員が多様な実践を重ね、成長するための意図

的・計画的なジョブローテーションや組織づくり、主体的な学びの定着

に向けた校内ＯＪＴの質的向上及び体系的な校外研修を組み合わせた人

材育成により、学校の中核を担うことができる教員の育成をはじめ、教

員の指導力向上を図る必要がある。

次期大綱の特に注力する分野

令和７年度 第１回広島県総合教育会議 資料（令和７年９月５日）



３ リアルな体験の充実とデジタルの効果的な活用

自律的に学ぶ自信がある子供、自分で課題を立て探究に取り組む子供、自

分の考えを持つ子や夢を持つ子供の割合が低く、学びに向かう力等の育成は

道半ばである。

このような中で、主体的に学び、自らの人生を舵取りする力の育成や多様

で豊かな可能性を開花させる教育の実現を図るためには、一人一人が初発の

思考や行動を起こしたり、好奇心を深掘りする中で、学びを主体的に調整し、

自身の豊かな人生やより良い社会につなげていくことが必要である。

このため、一人一人が初発の思考や行動を起こしたり、好奇心を深掘りす

る動機付けとして、自然体験、職場体験・キャリア教育、異文化体験などの

リアルな体験機会を充実させる必要がある。

また、リアルな体験をデジタルで支えるとともに、ICTを学校教育の基盤

的なツールとして効果的に活用し、学びの充実を図る必要がある。

次期大綱の特に注力する分野

令和７年度 第１回広島県総合教育会議 資料（令和７年９月５日）



２ 学びの変革の推進

  (1) 質の高い、深い学びの実現

    【「基礎・基本」の徹底】 

○ 児童生徒が社会や生活で直面する未知の状況においても課題解決に繋げ

られるよう、児童生徒一人一人の学びの土台となる「基礎・基本」を確実

に身に付ける教育活動を推進する。

  【「主体的、対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進】

○ これからの時代を生きるために必要な資質・能力を育成する質の高い、

深い学びの実現を目指し、児童生徒一人一人が初発の思考や行動を起こし、

好奇心を深堀する中で、学びを主体的に調整し、自身の豊かな人生やより

良い社会に繋げていけるような活動を取り入れ、「個別最適な学び」と

「協働的な学び」を一体的に充実させ、「主体的・対話的で深い学び」の

一層の具現化・深化に向けた授業改善を推進する。

次期「広島県 教育に関する大綱」（骨子案）

令和７年度 第２回広島県総合教育会議 資料（令和８年１月９日）



２ 学びの変革の推進

  (1) 質の高い、深い学びの実現

   【学校教育の質の向上に向けた、リアルな体験の充実とデジタルの効果的な

活用】 

○ 体験活動等で収集したデータを分析し特徴を捉えたり、議論した内容を

共同編集するなどの活動を充実させるとともに、多様なデジタル教材等を

効果的に組み合わせることで、リアルな体験の充実とデジタルの効果的な

活用を推進する。

  【生成ＡＩ等に関わる教育の充実、情報活用能力の育成強化】

○ 情報活用能力の育成のため、生成ＡＩ等を含む情報技術の仕組みや背景

等の特性の理解と併せて、情報技術が認知や行動に与えるリスクに対応し

適切に取り扱い、情報技術を効果的に活用することができるよう、発達段

階に応じて系統的な指導の充実を図る。

次期「広島県 教育に関する大綱」（骨子案）

令和７年度 第２回広島県総合教育会議 資料（令和８年１月９日）



５ 誰もが安心して学習できる環境づくり

  (1) 学習指導と生徒指導の一体化

○児童生徒の成長や発達を支える生徒指導が、日常的に全ての教育活動の

基盤として機能し、安全・安心な学校・学級の教育的環境を整える。

 ○ 学校生活の中心である授業において、児童生徒一人一人が自己の存在感

を実感しながら、共感的な人間関係を育み、自己決定の場を豊かにもち、

自己実現を図っていけるよう、全ての児童生徒を対象とし、分かる喜びや

学ぶ意義を実感できる授業づくりを充実させる。

  (2) 多様な子供たちに応じた教育の充実

○支援を必要とする子供たちの長所・強みに着目することを重視し、学習

のつまずきに対応した学習支援や教育費負担の軽減等の経済的支援、特定

分野に特異な才能のある児童生徒や不登校等児童生徒への支援に加えて、

外国人児童生徒に対する日本語指導を一層充実させるなど、学校内外で多

様な学びの場を確保するとともに、学校、地域、関係機関との連携による

子供たちの学びを切れ目なく支える体制を整備する。

次期「広島県 教育に関する大綱」（骨子案）

令和７年度 第２回広島県総合教育会議 資料（令和８年１月９日）



個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて、

安全安心な学習集団のもと、デジタル学習基盤の普段使いで、

学びの質を向上します。

令和８年度「学びの変革」の取組の重点

重点イメージ

個別最適な学びと協働的な学びの
一体的な充実に向け      

    の実 上の 点を
 ま  集団   
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点
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学びの変革の推進



一人１台端末の活用状況
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R7 ほぼ毎日（１日に複数回＋１日に１回） 47.9％（ 国46.7％） +1.2pt

R7 ほぼ毎日（１日に複数回＋１日に１回） 49.9％（ 国53.2％） -3.3pt

  で PC タブレッ  ど ICT機器  ど 程度使      

 国 力   状況調査     質問
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学びの変革の推進



個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に係る状況

個別最適な学び   は  分にあっ   方      時  どに って     

児童
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R7 当てはまる 38.7％（ 国34.4％）+4.3pt 肯定的回答 85.2％（ 国83.4％）+1.8pt

R7 当てはまる 24.2％（ 国22.1％）+2.1pt 肯定的回答 80.0％（ 国79.3％）+0.7pt

 国 力   状況調査     質問

学びの変革の推進



協働的な学び   や 校  では 友達や周    考  大切に て お互 に協力
  が 課題 解 に  組んで  。（R6～）
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R7 当てはまる 54.3％（ 国49.9％）+4.4pt 肯定的回答 93.2％（ 国91.9％）+1.3pt

R7 当てはまる 48.4％（ 国45.5％）+2.9pt 肯定的回答 92.1％（ 国91.9％）+0.2pt

 国 力   状況調査     質問

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に係る状況

学びの変革の推進



ICT機器の活用頻度と教科学力、個別最適な学びと協働的な学びの関連

ICT機器 
  頻度

平均正答率（％） 「当ては  」に回答     割合（％）

国語 算数  別最適 協働 

ほぼ毎日 70.2 60.2 42.9 58.9

週１回以上 69.1 59.0 36.3 51.9

週１回未満 63.1 51.9 29.7 43.8

児童

  

ICT機器 
  頻度

平均正答率（％） 「当ては  」に回答     割合（％）

国語 数  別最適 協働 

ほぼ毎日 56.7 50.4 28.5 55.1

週１回以上 53.4 45.9 21.3 44.9

週１回未満 48.8 39.0 18.5 39.5

※「 別最適  び」 数値は 「  は  分にあっ   方      時  どに って     」

「協働   び」 数値は 「  や 校  では 友達や周    考  大切に て お互 に協力  が 課題 解 に  組んで  。」に対  

「１ 当ては  」 回答       割合

※ICT機器   頻度につ ては 「ほぼ毎日（１日に複数回）」「ほぼ毎日（１日に１回）」   て       「ほぼ毎日」 「週３回以上」「週１回以上」

   て       「週１回以上」 「月１回以上」「月１回未満」   て       「週１回未満」  て 計

令和７年度  国 力   状況調査  科調査及び    質問

学びの変革の推進



安全安心な学習集団と個別最適な学びと協働的な学びの関連

クロ  計 「 校に行  は楽  」×「 別最適  び 協働   び」
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学びの変革の推進



安全安心な学習集団と個別最適な学びと協働的な学びの関連
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学びの変革の推進



安全安心な学習集団と個別最適な学びと協働的な学びの関連

クロ  計 「  では互  意  よさ    て  」×「 別最適  び 協働   び」
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主体的・対話的で深い学び

安全安心な学習集団   デジタル学習基盤の普段使い
(12) 校に行  は楽  

(14)友達  に満足

(41)互  意  よさ   す

(33) んだこ      が 考     て  

(32)課題 解 に向けて  分    組んだ

(35)話合 で考      新  考 に気付     

(40)総合     時 で探    びに  組んで  

(31)  で工夫 て発表 て  

(28)ICT機器   で   

安全安心な学習集団×デジタル学習基盤の普段使い×個別最適な学びと協働的な学び

資質・能力の育成

(36)  内容  直  次につ げ 

(39)協力 て課題 解 に  組んだ(34) 分に合っ   方      時 だっ 

(37)  で んだこ     に  すこ ができ 

(29-1～４)ICT機器 使っ  キ 

相  数 小 校 𝑟=0.568
中 校 𝑟=0.539

相  数 小 校 𝑟=0.533
中 校 𝑟=0.480

ICT活用スキル

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

※ 令和７年度  国 力   状況調査     質問      各カテゴリ  コ （質問 回答状況  得点化）  相  数 算出

学びの変革の推進



個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて、

安全安心な学習集団のもと、デジタル学習基盤の普段使いで、

学びの質を向上します。

令和８年度「学びの変革」の取組の重点

○ 一人１台端末を毎日活用することによ 、個別最適な学びと協働的な学

びが充実し、学力向上につながっている。

○ 個別最適な学びと協働的な学びの充実には、安全安心な学習集団  

 が重要である。

現 状

学びの変革の推進



個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて、

安全安心な学習集団のもと、デジタル学習基盤の普段使いで、

学びの質を向上します。

令和８年度「学びの変革」の取組の重点

重点イメージ

個別最適な学びと協働的な学びの
一体的な充実に向け      

    の実 上の 点を
 ま  集団   

        

      

     

     

           

         

          

        

            

                 

                

            

                      

           

デジタル学習基盤の普段使い
重
点

重
点 安全安心な学習集団   

学びの変革の推進



□ 単元（題 ）で  す 資質 能力 明確に て  す 。
□         び 促   科 本質に迫 「単元 貫 問 」 ど 設  て  す 。
□      思考 流れ 想   単元（題 ）    て  す 。
□ 多様  性 特性 有す     が  す こ  前   て   にお て起こ う
 つ ずき それに対す    想  て  す 。

□     一 一  興味   や能力 特性等 把握 て  す 。
□   にお て 展開や振 返   面で     一 一    進度や  到達度 つ
 ずき等 把握 て  す 。（形  評価）
□ 単元（題 ） 終わ に     一 一 が単元（題 ）で  す 資質 能力 身に付け
 こ ができ  把握 て  す 。（総括 評価）

□     が興味   や能力 特性等に応じて       方法 ペ  等 選択でき  
 環境 整 て  す 。
□  別最適  び 中で孤立   びに陥   よう    協働   び 中で が埋没 
  よう     一 一 に適切   や わ  行って  す 。

     

     

      

「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」に向けてのポイント

 別最適  び 協働   び 一体  充 に向けて ポイ  

https://youtu.be/uKJcArqhX4g



□    話 合 が 発に  よう 話 合  目 や視点 明確に示 て  す 。
□ 互  良さ   合っ   励  合っ  す   に 相互評価  面 設  て
  す 。

□    思 や願  基に 動に  組  よう   過程 工夫 て  す 。
□    中で   姿 捉 て 具体  姿 基に承 や称賛 励   行って  す 。

□ 課題解 に向け   で調べ   考   す 時  保障 て  す 。
□   が    び     新  課題 発 でき よう 振 返  視点や方法 
明確に示 て  す 。

         

        

           

    の実 上の 点を ま    改善の 点

□   におけ 約束事      有 て  す 。
□   が 分 考 や思  ど    て表現す こ ができ よう 互 に傾聴 合
う雰囲気     て  す 。

          

 考：「     要」 令和４年12月改訂 文部科 省



児童  児童  

教師

一人一台端末が整備される前

児童  児童  

教師

一人一台端末が整備され 後

様々な情報
単元計画

進捗管理シート
レポート
知識等
・・・・・

進捗管理シート
レポート・・・

進捗管理シート
レポート・・・

単元計画
知識等・・・

教師がファシリテートしやすい
児童  同士が必要に応じて協働しやすい

教師が児童  全員の状況を
把握する

教師が必要に応じて
協働する学習活動を仕組む

いつでも、どこでも情報にアクセスできる

クラウド環境等を活用し 今後の学習環境のモデル

デジタル学習基盤を前提とした授業改善



■選択（ 別最適  び）

     身が 様々       に適     選択す こ 
が可能に

■他者 照（協働   び）

    び 手が        分では気付   っ 視点 追加
   び 今 で以上に   こ が可能に

■      び    

従来 机    みでは困難であっ クラ  員       組
状況や考    が瞬時に把握す こ が一層容易に

  が計画  意図 に  す こ が重要

デジタル学習基盤を前提とした授業改善



デジタル学習基盤を前提とした授業改善

解説動画① 解説動画②

過去   で使   資料   者が作   解説動画や
ヒ  カ ド ど

■選択（ 別最適  び）
     身が 様々       に適     選択す こ 
が可能に



デジタル学習基盤を前提とした授業改善

■他者 照（協働   び）
    び 手が        分では気付   っ 視点 追加
   び 今 で以上に   こ が可能に

他者 考 

他者 考      
最終   分 考 

それぞれ     が
作   レポ   ど



デジタル学習基盤を前提とした授業改善

■      び    
従来 机    みでは困難であっ クラ  員       組
状況や考    が瞬時に把握す こ が一層容易に

 組状況につ て選択
予測  翌日 天気 記号で表現



人材育成に向けて

コミュニケ  ョ 

貢献意欲  通目 （ゴ   ビジョ ）

 「 校  目標」や「  すべき資質 能
力」  職員で 有 て  す ？

  職員は     につ て  ぜ   
組む   理解 て  す ？

  職員は 具体  行動 通 て貢献 
よう す モチベ  ョ  もって  す
 ？

  職員は 対話 重ね  び合    合
う  に って  す ？

バ ナ ド「組織 ３要素」

組織  立に欠 せ  ３つ 要素



（％）

H27 H28 H29 H30 H31

小学校
全国 64.1 66.7 68.0 70.4 71.8

広島県 77.2 78.2 80.8 82.7 80.1

中学校
全国 42.5 44.2 44.9 48.1 48.8

広島県 55.8 55.2 56.4 54.4 54.4

全国学力・学習状況調査 学校質問紙よ 

信頼とコミュニケーションによ 、
教職員一人一人のリーダーシップを育成する

児童  が主体的に学んでいる「姿」を取 上げながら  を評価する
～「学びの変革」の考 方は「学習者基点」が原則～

校長は、校内の  をどの程度見て回っていますか

（「ほぼ毎日」と回答し もの）

教職員が振 返 と実 のサイクルを日常的に行 るように支援する

人材育成に向けて



96.9%

82.5%

78.6%

35.4%

24.9%

27.9%

66.4%
69.0%

74.7%

11.4%

69.0%

47.6%

16.2%

4.4%
0.4%

92.9%

61.3%

67.1%

24.0%

9.8% 9.8%

88.0%

57.8%

47.6%

22.2%

53.3%

32.0%

28.9%

16.9%

0.4%

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

1  職員  日常  声 け

2     やそ 後    助言

3 校内分掌や 務 割 振 

4 校内 各種委員会   画

5 地域やPTA等 外部  折衝

6 他校や  委員会等  会議   加

 7  職員   コミュニケ  ョ   性化

 8     等 具体   面におけ   

 9     

10     会

11 校内 修 充 

12 校外  修 積極    

13 校内で  タ     職員 位置付け

14 校内で  タ チ ム 組織

15 そ 他

    に向けて  組んで  こ 

令和７年度 広島県公立中 校長会    録よ 

■R6 ■R7

人材育成に向けて



    に向けて手応   じ  践

 モデ   や適切        タ    主任層が示  他  職員がそ 姿   地で んで
  。

 校内で核     タ  員 軸に 健康面で不  抱   員に対 て能動 に相談体制 確保 て
  。

      事案が起き 際に  年 員で対応 協議  通 識 も    行うこ で 々  員
    につ がって    じ 。

 「  」につ て語 合うよう   積極 に持つこ で コミュニケ  ョ が 性化され   じて
  。

      行う際に担当  職員に任せて 管理職はサポ  に徹  。

 日常 に声  け こ で  職員 困   つ むこ ができ 周囲 巻き込んで話題にす こ が
でき 。そ 中  ヒ   得て 践につ げ こ ができ 。

  員が  組み  事柄につ て 目 や 果  通  整理  が  そ  現に向けて  す 。

 週案簿に校長が 謝 ど コ    記入す 。

➣ 職員   性や 僚性   

➣コミュニケ  ョ   性化

➣組織で  組む    画意識 向上

➣  タ  位置付け

➣  力向上     修や     

➣    におけ お互  び合う体制   

➣校長によ  職員  日常  声掛けや

➣肯  評価

令和７年度 広島県公立中 校長会    録よ 

人材育成に向けて



教育課程

年間1,086単位時間以上（標準総授業時数1,015単位時間）

令和７年度 公立小・中学校等における教育課程の編成・実施状況調査【概要】



小学校第５学年

令和７年度の授業時数等【R７計画】

49.3%

27.8%

18.8%

45.6%

24.8%

24.8%

5.0%

1.3%

1.0%

0.3%

1.0%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

広島県

全国平均

~1015 1016~1050 1051~1085 1086~1120 1121~1155 1156~

は年間1,086単位時間以上

33.1%

28.4%

25.3%

33.4%

38.0%

35.6%

3.0%

1.9%

0.0%

0.4%

0.6%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

広島県

全国平均

~1015 1016~1050 1051~1085 1086~1120 1121~1155 1156~

中学校第２学年

教育課程



小学校第５学年

令和７年度の授業時数等【R７計画】 週当たり授業時数の状況

中学校第２学年

17.4%

4.3%

10.0%

26.8%

48.5%

57.7%

24.1%

10.8%

0.0%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

広島県

全国平均

~27 28 29 30 31~

6.6%

2.2%

9.6%

8.2%

46.1%

76.5%

37.1%

11.9%

0.6%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

広島県

全国平均

~27 28 29 30 31~

教育課程



教育課程

教育課程企画特別部会 論点整理 ポイント資料詳細版より抜粋

   質 問 直す→子供が自ら学ぶ姿

➣  校   に応じて カリキュラム マネジ   に  組む。

 真に必要 時  どう 精査    課程 体  直す。

  科等ご に  時数や  内容 ど  直す。

➣ 一 １台端末等 子  身が効果 に   て ぶ。

  時数 増やす では   



教育課程

教育課程企画特別部会 論点整理 ポイント資料詳細版より抜粋

調整  時数制度 創設



今日 求  れて  「チ ム」は固    造 持つ「組織」では  。

「組織」 つ  こ よ も「チ ムワ ク」 作 続け こ  考  ければ    。

チ ミ グ（エドモ ドソ  2014）

カリキュラム・
     

人材育成

全ての児童  の資質・能力の育成を目 して

改 て 有すべき２つ 大き 視点

終わ に
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